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　山廻・藪廻は山や藪を管理する役職ではないかと思
われるが、商人が6名と以外と多いことが注目される。
　「門」は門之者あるいは門屋で、柄在家とともに隷
属的農民であると考えられるが、合わせると25名と家
全体の3割以上を占めている。
　万治検地帳の名請人数は134名であるが、その名請人
と照合すると、商人とされるものは6人中4名がその
所持耕地3反以下であり、商人の所持耕地は零細なこ
とがわかる。門や柄在家について同様にみると、門は
14名中11名が照合できたが、1町6反～1町が3名、
1町～4反が4名、4反以下が4名、柄在家は11名中
8名照合できたが、1町3反余が1名、1町～4反が
5名、4反以下が2名のごとくで、隷属的農民と考え
られてもその所持耕地面積は通常の農民より多いもの
が存在することが注目される。
　寛永検地の名請人数60名に比べ、万治検地ではその
倍以上に名請人数は増加しているが、その背景には門
や柄在家等の隷属的農民が広汎に名請人となっていった
ことが考えられる。それでは、このような動向は寛永
検地にも認められるのかという問題が生じるが、断言
しうるだけの検討は進んでいない。今後の課題である。
